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銀貨の歴史 ～激動の時代をささえた貨幣～

鎮目 雅人

はじめに

歴史的にみると、銀は多くの地域で貨幣の材料として使われてきたほか、主要な国際商

品として取引され世界の遠隔地交易を支えてきた。世界的な金属本位制度としては 19 世紀

後半から 20 世紀初頭にかけて成立していた国際金本位制が有名であるが、金が国際的な交

易の決済通貨として広く使われるようになったのは 19 世紀後半のことである。それ以前、

とくにヨーロッパ諸国がアフリカ、アジア、南北アメリカに進出したいわゆる「大航海時

代」（15 世紀～17 世紀）において、世界の交易を支えた貴金属は金ではなく銀であった1。

本稿では、大航海時代以降の世界的な交易の広がりの中で銀が果たした役割を概観する。

１．大航海時代の交易

大航海時代は、ポルトガルとスペインが先導し、その後はオランダに続いてイギリスが

主導権を握ることとなる2。この時期にヨーロッパ各国が世界の海に乗り出していった大き

な動機は、マルコ・ポーロの『東方見聞録』以来、進んだ生産技術と巨大な商品市場を持

つ豊かな国として当時ヨーロッパの人々を魅了していた中国との交易であった3。

＜図表 1＞をここに挿入

図表 1 は、1500 年から 1820 年にかけての世界の人口と GDP の推計値である4。極めて

1 論者によっては、この時代を 19 世紀後半から 20 世紀初頭のグローバル化に先駆けた「第

1 次グローバル化」の時代と呼ぶ（例えば、デニス・フリン（秋田茂・西村雄志編）『グロ

ーバル化と銀』山川出版社、2010 年）。一方で、こうした見方に対しては異論もある（例え

ば、Kevin O’Rourke and Jeffery G. Williamson, “When Did Globalization Begin?”

European Review of Economic History, 6, 2002, pp.23-50; O’Rourke and Williamson,
“After Columbus: Explaining Europe’s Overseas Trade Boom, 1550-1800,” The Journal
of Economic History, 62-2, 2002, pp.417-455）。この論争に関する簡潔なまとめは、西村閑

也「第一次グローバリゼーションとアジアにおける英系国際銀行」西村閑也・鈴木俊夫・

赤川元章編著『国際銀行とアジア：1870～1913』慶應義塾大学出版会、5-6 頁注 3。
2 大航海時代のはじまりは、ポルトガルがイベリア半島対岸の北アフリカ・セウタ（現在ス

ペイン領）をイスラム教徒から奪った 1415 年とされているが、ヨーロッパ人の他地域への

渡航が本格化したのは喜望峰発見や大西洋横断が成った 15 世紀末以降のことである。増田

義郎『ビジュアル版世界の歴史 13 大航海時代』講談社、1984 年、6 頁。
3 大黒俊二「『東方見聞録』とその読者たち」『岩波講座世界歴史 12 遭遇と発見：異文化へ

の視野』岩波書店、1999 年、63-87 頁、および、ティモシー・ブルック（本野英一訳）『フ

ェルメールの帽子』岩波書店、2014 年、60-71 頁。
4 原資料は、Angus Maddison, Historical Statistics of the World Economy:

http://www.ggdc.net/maddison/maddison-project/home.htm
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ラフな推計であることに留意したうえで、大航海時代の世界の大まかな姿をみてみよう。

中国は、16 世紀から 19 世紀に至るまで一貫して、人口でみても GDP でみても世界全体

の 3 分の 1 から 4 分の 1 程度を占める大国であった。また、1 人当たり GDP を経済的な豊

かさを示す一つの指標として捉えるとすれば、1500 年時点では、アジアとヨーロッパの間

で大きな差はなかった。明代（1368-1644 年）の中国では、揚子江中下流域を中心に農業

と商工業が発達した。政府は、冊封関係にある諸外国の朝貢に付随する貿易のみを認め、

それ以外の私貿易を禁止する海禁政策を実施した5。ただし、先進的な生産技術によってつ

くられた絹織物や陶磁器などの中国製品は、香料などの東南アジア産品とともにヨーロッ

パ諸国をはじめとする諸国の人々を魅了し続けた。中国商人と外国商人の双方にとって私

貿易の利益は大きかったため、これを完全に規制することは難しく密貿易が盛んであり、

1567 年には海禁政策が解除されて中国商人の海外進出と私貿易が公認された6。

インド亜大陸では、イスラム教徒が支配するムガル帝国（1526-1858 年）が栄えていた。

帝国の領土が最大となるのは第 6 代アウランズィーブ帝の治世（1658-1707 年）であり、

その版図は、現在のアフガニスタンからインド主要部、バングラディシュ、パキスタンの

ほぼ全域に及んでいた7。東部のベンガル地方では米やサトウキビ、北部では小麦・大麦、

デカン高原では綿、西岸のグジャラート地方や中部のアーグラ近郊では藍が生産され、こ

れらを利用した織物業、精糖業、宝飾品加工業も各地で盛んに行われていた8。海陸の交易

で活躍したイスラム商人のほか、沿岸部ではポルトガルに続いてイギリスが拠点を置いて

交易を行った9。

西アジアから東ヨーロッパ、北アフリカにかけては、1453 年に東ローマ帝国を滅ぼした

イスラム教徒のオスマン・トルコ帝国（1299-1922 年）がイスタンブールを首都としてヨ

ーロッパ諸国と対峙していた10。ヨーロッパ諸国は、オスマン・トルコの勢力範囲を避けて

アジアへと向かう通商路を求めて大航海時代へと入っていった。

大航海時代の先陣を切ったポルトガルは、15 世紀を通じて徐々にアフリカ西岸を南下し、

インド洋に達した。1488 年にバルトロメウ・ディアスが喜望峰に到達、1998 年には喜望峰

経由でヴァスコ・ダ・ガマがインドに到着した。16 世紀に入ると、ポルトガルはインドの

（2016 年 2 月 18 日アクセス）
5 宮崎市定『中国史（下）』岩波文庫、2015 年、170-189 頁。
6 「明」『国史大辞典』、岸本美緒『東アジアの「近世」』山川出版社世界史リブレット 13、

1998 年、7-18 頁。なお、私貿易の担い手として日本人の海賊を意味する倭寇が有名である

が、実際には東シナ海周辺諸地域の民族が入り混じる密貿易集団であった。
7 アンドレ・クロー（岩永博監訳・杉村裕史訳）『イスラーム文化叢書 3 ムガル帝国の興亡』

法政大学出版局、2001 年、229-262 頁。ただし、アウランズィーブは宗教的に非寛容であ

り、ヒンドゥー教徒の反乱を招いた。
8 クロー前掲書 263-278 頁。
9 クロー前掲書 278-289 頁。
10 ウルリッヒ・クレーファー（戸叶勝也訳）『オスマン・トルコ帝国―世界帝国建設への野

望―』佑学社、23-107 頁、増田前掲書 26-33 頁。
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ゴア、マレー半島のマラッカ（現在のマレーシア）を根拠地としてさらに東方を目指し、

1557 年には倭寇撃退の功により明から許されてマカオに要塞を築いて拠点とし、インド、

東南アジアならびに中国との交易を行った11。

スペインは、ポルトガルにやや遅れて本格的に世界進出した。スペイン王の援助を受け

たジェノヴァ（現在のイタリア）出身のコロンブスは、1492 年に大西洋を横断して現在の

西インド諸島に到達した。ポルトガル人フェルナオ・デ・マガリャンイス（マゼラン）の

一行は、スペイン王の命により 1519 年に西廻り航海に出発し、途中マガリャンイスはフィ

リピンで殺されたものの 1522 年に彼の部下が世界一周を達成して帰国した。同じ頃、スペ

インはメキシコ、ペルーのマヤ・アステカ文明やインカ帝国を滅ぼして植民地とし、過酷

な手段で住民を支配していった。16 世紀中頃にメキシコと南米で相次いで良質の銀鉱が発

見され、その中でも最大規模を誇ったのが南米アンデス山中（現在のボリビア）にあった

ポトシ銀山であった12。スペインは 1571 年にマニラに拠点を設け、メキシコ西岸のアカプ

ルコとの間に太平洋航路を開いて中国系商人との交易を始めた13。ポルトガルとスペインは

住民に旧教徒（カトリック）が多く、ローマ・カトリック教会との関係が深かった。

オランダ（ネーデルラント）は中部ヨーロッパと大西洋の接点であるライン川の河口に

位置し、16 世紀には遠隔地商業と毛織物工業が栄えた。図表 1 をみると、1600 年時点の 1

人当たり GDP はスペイン、ポルトガル、イギリスを凌駕している。カルヴァン派の新教徒

（プロテスタント）が多かったが、当時、スペイン王家が神聖ローマ帝国皇帝ハプスブル

ク家と婚姻により一体化しており、オランダはスペインの属領となっていた。カトリック

を信仰する国王フェリペ 2 世（在位 1556-1598 年）がオランダの新教徒を圧迫し自治権を

奪おうとしたことから独立運動が起き、オランダは 1581 年に独立を宣言してスペインと戦

争状態となった。1609 年の休戦条約で事実上独立を達成し、1648 年のウエストファリア条

約で各国から正式に独立が認められた。この間、オランダは 16 世紀末から積極的にアジア

貿易に進出し、1602 年に東インド会社を設立、香料の産地ジャワのバタヴィア（ジャカル

タ）を根拠地としてオランダ領東インドを形成し、周辺のポルトガルの植民地を奪ったほ

か、アフリカやアメリカ大陸にも進出した。アムステルダムをはじめとする 17 世紀前半の

オランダは、ヨーロッパの金融・商業の中心地となった14。

イギリスは、エリザベス 1 世（在位 1558-1603 年）の時代に海外進出を本格化させた。

11 金七紀男『ポルトガル史』彩流社、1996 年、宮崎前掲書 213-218 頁、および、岸本前掲

書 13 頁。
12 関哲行・立石博高「大航海時代のスペイン」関・立石編訳『大航海時代：スペインと新

大陸』同文館、1998 年、3-49 頁、宮崎和夫「スペイン帝国隆盛の時代」関哲行・立石博高・

中塚次郎編『世界歴史体系スペイン史 1 古代・中世』山川出版社、2008 年、および、Kendall

W. Brown, A History of Mining in Latin America: From the Colonial Era to the Present,
University of New Mexico Press, 2012, pp.8-11。
13 増田前掲書 144 頁、および、ブルック前掲書 214-215 頁。
14 ブルック前掲書では、世界の物産が人々の生活に浸透しつつあった当時のオランダ社会

の様子が詳しく描写されている。
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当初はオランダ独立運動を支援し、1588 年にはイギリス上陸を図ったスペイン無敵艦隊を

破って制海権を拡大し、1600 年に東インド会社を設立してインドの植民地化を進めるとと

もに、北アメリカ東岸に入植地を設けて主に自営農民による開拓を進めた。清教徒革命中

の1651年にはオランダ商船のイギリスならびにその植民地への寄港を禁止する航海条例を

制定し、1652 年から 1674 年にかけて 3 回にわたりオランダと戦い、これに勝利して制海

権を確立した後は、オランダに代わりヨーロッパの金融・商業の中心地となっていった。

この間フランスは、17 世紀以降、インドや東南アジア、北アメリカの五大湖周辺やミシ

シッピ川流域に進出して 18 世紀を通じてイギリスに対抗した。ティモシー・ブルックの『フ

ェルメールの帽子』には、中国への近道を探してニュー・フランス（現在のカナダ、ケベ

ック州）のセント・ローレンス川を遡った探検隊の話が綴られている15。

最後に、この時期の日本について述べておく。15 世紀後半から 16 世紀の日本は戦国時代

であり、各地の戦国大名は軍資金を得るために競って鉱山開発を進めた。これに先立つ室

町幕府 3 代将軍・足利義満の時代（在職 1368-1394 年）に明の冊封体制に入ったが、1541

年を最後に朝貢は行っていなかった16。ただし、その後も明船が九州に来航したほか、琉球、

台湾を通じた明との交易も行われ、また、フィリピンのマニラ、ベトナムのツーラン（ダ

ナン）、フェフォ（ホイアン）、タイのアユタヤなどには日本人町が形成されるなど、東南

アジアとの交易は盛んであった。さらに、1542 年のポルトガル船の種子島漂着（鉄砲伝来）

に続き、ポルトガルがマカオ（1557 年）に、スペインがマニラ（1571 年）に拠点を開く中

で、両国船による日本銀の輸出が増加した。日本からは、銀のほか刀剣類、海産物、漆器

などが輸出され、絹織物や薬種のほか、戦国期には鉄砲、火薬、皮革、鉄などの軍需品が

輸入されていた17。

織豊政権はヨーロッパ人の来航に触発されて海外進出を図り、豊臣秀吉による朝鮮出兵

（1592-1593 年、1597-1598 年）を引き起こしたが失敗に終わり、後継の徳川幕府は内政

重視への政策転換を図るとともに、李氏朝鮮との関係修復に努めた18。17 世紀に入ると、

オランダ、イギリスが日本との交易に参入した。幕府は、キリスト教に対する警戒を強め

る中で、1624 年にスペイン船、1639 年にポルトガル船の来航を禁止し、この間にイギリス

が日本との貿易から撤退したため、ヨーロッパ諸国の中でオランダのみと幕府の管理下で

正式に交易を継続することとなった。この体制は後に「鎖国」と称されたが、貿易が禁止

されたわけではなく、その後も銀をはじめとする金属類は日本の主要輸出品であり、流出

が続いた19。

15 ブルック前掲書 41-71 頁。
16 増田前掲書 247-250 頁。
17 杉山伸也『日本経済史 近世－現代』岩波書店、2012 年、15 頁。
18 杉山前掲書 17-19 頁。
19 朝尾直弘「東アジアにおける幕藩体制」朝尾編『日本の近世 1 世界史のなかの近世』中

央公論社、1991 年、53-130 頁、真栄平房昭「『鎖国』日本の海外貿易」朝尾編『日本の近

世 1 世界史のなかの近世』中央公論社、1991 年、131-170 頁、および、鈴木康子『近世日
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＜図表 2＞をここに挿入

図表 2 は、ヨーロッパ船を中心とする 17 世紀における地球規模の交易ルートを示した地

図である20。大西洋、インド洋、太平洋を経由して、ヨーロッパ、南北アメリカ、アフリカ、

アジアがひとつのネットワークとして結ばれていたことが分かる。

２．大航海時代の到来前における銀

銀は古来、貨幣材料として使用されてきた。

紀元前 7 世紀、現在のトルコ西部にあったリディア王国が金銀の合成物（エレクトロン）

を成分とし刻印により一定の価値を示す貨幣をつくり、リディア最後の国王クロイソス（在

位紀元前 561-547 年）が西洋初の金貨および銀貨の鋳造を行った21。紀元前 547 年にリデ

ィアを滅ぼし、6 世紀末に現在のインドからギリシア、エジプトまでの広大な領土を支配し

たアケメネス朝ペルシアでは、最盛期であるダリウス 1 世の治世（紀元前 522-486 年）に

金貨とともに銀貨を鋳造した22。

古代ギリシアでは、アテネ近くのラウリオンに銀山があり、貨幣として主に銀貨が使用

された。大英博物館のホームページで”silver coin”をキーワードとして検索すると、所蔵品

の中で初期の銀貨として紀元前 700-550 年と推定される円形の銀貨 49 点が表示される23。

これらはいずれもアテネ近くのアイギナ島出土のものである。その後、ギリシア・ローマ

時代を通じて、銀貨は主要な貨幣としてヨーロッパ全域に広がっていき、中世ヨーロッパ

でも銀貨が使用された。また、インドでは、アレクサンダー大王の勢力を駆逐して成立し

たマウリヤ朝（紀元前 317 年頃-紀元前 180 年頃）の時代に銀貨が鋳造された。上記の大英

博物館ホームページで検索すると、最も古いもので紀元前 250 年頃鋳造のインドの銀貨が

収蔵されていることが分かる。中世のイスラム世界では、ローマのデナリウスに由来する

ディナール金貨と、ギリシアのドラクマに由来するディルヘム銀貨という、ギリシア・ロ

ーマ時代の流れを汲む金銀貨が使われていた24。

中国では、漢（紀元前 206 年-紀元後＜以下同じ＞220 年）の時代から銀が貨幣として使

用され、南宋（1127-1279 年）、金（1115-1234 年）、元（1206-1368 年）の時代および明初

蘭貿易史の研究』思文閣出版、2004 年。
20 ブルック前掲書 120-121 頁。
21 ヘロドトス『歴史』第 1 巻、中央公論社、1970 年、94（松平千秋訳、岩波文庫版 1971

では上巻 78-79 頁）。
22 久光重平『西洋貨幣史（上）』国書刊行会、1995 年、3 頁、25-26 頁。
23 The British Museum Collection online:
http://www.britishmuseum.org/research/collection_online/search.aspx
（2016 年 2 月 13 日アクセス）
24 クレーファー前掲書 118 頁、および増田前掲書 31 頁。
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には政府紙幣が発行されたが、主に使用されていた貨幣は銀ではなく銅銭であった25。もっ

とも、元末・明初に財政赤字を補てんするために紙幣が過剰に発行され紙幣制度が混乱し

た後、海外から流入していた銀が秤量貨幣として銅銭とともに使われるようになっていっ

た（後述）。日本や朝鮮半島、ベトナムなど東アジアの他の地域では、時代や地域によって

さまざまな貨幣が使われることがあったが、15 世紀以前の東アジアで共通して使われてい

た貨幣は銅銭であった26。

３．銀の増産：石見銀山とポトシ銀山

銀が国際的な商品として世界で広く取引されるようになったのは、16 世紀であった。日

本と新大陸アメリカで新たな銀の製錬法の普及とあわせて大規模な銀山の開発が進み、大

量の銀が生産されるようになり、これが世界（とくに中国）に向けて輸出された。

日本では、16 世紀前半に銀の生産が本格化した。1526（大永 6）年に博多の貿易商人・

神谷寿禎が石見国（現在の島根県）で銀鉱を発見して採掘を開始し、1533（天文 2）年に

朝鮮半島から 2 人の技術者を招いて灰吹法による銀の製錬を開始した。灰吹法はもともと

中国で行われていた精錬法で、鉱石中に含まれる銀に鉛を加えていったん銀と鉛の合金（貴

鉛）をつくり、その後に鉛を灰に染み込ませることで銀だけを抽出する方法である27。灰吹

法の導入により石見銀山の銀の産出量は飛躍的に増大したほか、各地の戦国大名が競って

開発した鉱山にもその技術が伝えられた。産出された銀から、なまこ状の灰吹銀が鋳造さ

れた。

アメリカ大陸での銀の生産が本格化したのは 16 世紀半ばである。コロンブスの大西洋横

断（1492 年）から 50 年余りを経た 1545 年、スペイン支配下の南米アンデス山中のポトシ

でスペイン人は先住民から良質な銀鉱の存在を知らされた。大量の先住民が強制労働に従

事させられ、銀山の開発が進められた。鉱石中に含まれる銀を水銀と結合させて抽出し、

後に水銀を蒸発させて純度の高い銀を取り出すアマルガム法と呼ばれる精錬法が導入され、

銀の大量生産が可能となった。ポトシからの銀の産出量は 16 世紀末にピークを迎えた後、

17 世紀を通じて減少していく28。一方、メキシコでの銀の生産は新しい鉱山の開発等によ

25 宮崎前掲書 19-20 頁、Richard von Glahn, Fountain of Fortune: Money and Monetary

Policy in China, 1000-1700, Berkeley: University of California Press, 1995, pp.48-70、お

よび、岸本前掲書 7 頁。
26 岸本前掲書 7 頁、および、黒田明伸「貨幣が語る諸システムの興亡」『岩波講座世界歴史

15 商人と市場：ネットワークの中の国家』岩波書店、1999 年、263-285 頁。なお、黒田（1999；

277-279 頁）は、これに先立って 13 世紀のモンゴル支配下で地域間決済通貨としての銀の

流通がユーラシア大陸の東西の遠隔地交易を支えたと論じている。
27 遠藤浩巳『シリーズ歴史を学ぶ：銀鉱山王国・石見銀山』新泉社、2013 年、23, 81-87

頁、および、世界遺跡石見銀山遺跡とその文化的景観ホームページ：

http://ginzan.city.ohda.lg.jp/wh/jp/technology/haifuki.html
（2016 年 2 月 14 日アクセス）。
28 久光前掲書 837-838 頁、Brown 前掲書 15-28 頁、46-70 頁、および、ブルック前掲書 207

頁。
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り長期的に拡大傾向を辿り、17 世紀後半には南米での産出量を上回るようになり、18 世紀

末にはその 3 倍に達した29。メキシコ市（1536 年）、リマ（1565 年）、ポトシ（1575 年）

には造幣局が置かれ、スペインの貨幣単位であるレアル銀貨が製造された。このうち 8 レ

アル銀貨は大量につくられ、ヨーロッパ、アジアに流入してスペイン・ドルないしメキシ

コ・ドルと呼ばれた30。

４．世界の交易を支えた銀

日本とアメリカ大陸での銀生産が激増した 16 世紀以降、銀は国際商品として世界中を巡

って各地で取引され、遠隔地交易の主役となる。その背景にはいくつかの要因が重なり合

っていたが、中国の物産を世界の他の地域（とくにヨーロッパと日本）が需要する一方、

中国国内の銀に対する需要を新たに開発された日本とアメリカ大陸の銀の供給が充足し、

これを大航海時代のヨーロッパをはじめとする遠隔地交易に従事する各地の商人が仲介す

る、というのが大きな構図であった。

＜図表 3＞をここに挿入

図表 3 は、1600 年前後の世界における主な銀の移動経路を示した地図である31。中南米

を起点とし、大西洋からインド洋を経由して、あるいは直接太平洋を越えてアジアに運ば

れる流れと、日本から中国に運ばれる流れが描かれている。実際には、このほか中東から

シルクロードを経る流れや、バルト海からロシアを経由する流れなど、さまざまなルート

が存在したと考えられるが、いずれにしても主な最終目的地は中国であった32。なお、この

時代の銀は、各国内では貨幣素材として使われていたが、各国内において現地の貨幣に鋳

直されていたことからみて、遠隔地交易に使われる際に現代的な意味での国際決済通貨と

して使われていたとは必ずしも言えない。現代における石油や穀物類のような一種の国際

商品として取引されていたとみる方が実態に近いと思われる。

明はモンゴルの元王朝を北方に追いやって建国したが、建国後も北方のモンゴルとの戦

争状態が続いた。第 3 代永楽帝の時代（治世 1402-1425 年）にはモンゴル征伐やベトナム

併合、南京から北京への遷都や鄭和のインド洋遠征などの積極策の傍らで紙幣制度が混乱

した。15 世紀半ば以降、明は対モンゴルとの関係において守勢一方となり、万里の長城を

整備して大量の軍隊を北方の辺境に配置した。明朝政府は初期においては穀物や塩などの

29 Brown 前掲書 29-35 頁。
30 久光前掲書 843-844 頁。1 レアルは、純銀 26.4487 グラムに相当する 1 ペソの 8 分の 1

の価値。また、ドルの語源は谷を表すドイツ語のターレルから来ており、ボヘミアの銀山

の名称からとったヨアヒムスターレルという銀貨と 8 レアル銀貨の銀含有量が等しいこと

から 8 レアル銀貨をスペイン・ドルと呼ぶようになった。岸本前掲書 27 頁。
31 出所は岸本前掲書 15 頁。
32 von Glahn 前掲書 113-141 頁、および、フリン前掲書 122 頁。
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税を現物で徴収していたが、1430 年代になって税の銀納を認め、徴収した銀を北方に運ん

で軍隊駐留のために必要な物資を買い付けるようになった。税の銀納が認められるように

なると、民間の取引でも銅銭と秤量貨幣としての銀が並行して使用されるようになったが、

このうち銭貨は地域内部で主として小額取引に使われる貨幣、銀は地域間の高額取引に使

われる貨幣としての役割を果たすようになっていった33。中国国内においては、浙江・福建

地方を中心に銀が産出され、秤量貨幣として使われたが、増大する銀の需要を賄うには国

内産の銀だけでは不足していた34。

16 世紀から 17 世紀初めにかけての中国では、旺盛な銀に対する需要を反映して世界の他

の地域に比べて銀の価値が高く、銀を中国に持ち込んでさまざまな品物と交換することで、

高利益が得られた。例えば、16 世紀初め頃、金銀の交換比率（金銀比価）はヨーロッパで

は 1 対 12、ペルシアでは 1 対 10、インドでは 1 対 8 であったのに対し、中国では 1 対 6

であった35。このような状況下、世界各地から中国に向けて銀が流入した。中国に流入する

銀の原産地としてとくに重要な地位を占めたのが、アメリカ大陸と日本であった。

インドについても、中国と同様に物産を輸出し、その対価として銀をはじめとする貴金

属や宝石が流入していた。なお、インドの場合、流入した貴金属や宝石は諸侯や貴族の財

産として蓄積された36。

16 世紀後半から 17 世紀前半にかけて日本から船積みされた銀は、ソーマ銀、スコイト

（schuit）銀と呼ばれたが、このうちソーマ銀は純度の高い灰吹銀、スコイト銀はそれより

やや純度の低い丁銀とみられる37。石見銀山における銀の産出量は 1600 年前後がピークで

あり、その後は徐々に減少していった。1630 年代に徳川幕府は、国内において三貨制度と

呼ばれる日本独自の貨幣制度を完成させる一方、対外的には「鎖国」と呼ばれる厳格な管

理貿易を敷き、金銀銅の輸出統制を強化した。それでも、中国からの生糸や絹織物、薬種

等の輸入の対価として、日本からの貴金属の輸出が続けられ、1668 年に国内の銀不足から

銀の輸出が禁止された後には、金や銅が代わりに輸出された。その後、輸入品の国産化政

策が進められ、18 世紀に入ってようやく輸出入に依存しない貿易構造を確立し、貴金属の

海外流出に歯止めがかかった38。

中国における銀価格は、明末清初の 17 世紀中頃には世界の他地域と同程度となり、ポト

シ・日本銀のブームはいったん終わりを告げた39。その後、19 世紀中頃までの 2 世紀の間、

世界的にみると金銀比価は 1 対 15 前後で安定していた40。もっとも、増産が続くメキシコ

33 宮崎前掲書 19-20 頁、von Glahn 前掲書 48-88 頁、および、岸本前掲書 7 頁。
34 岸本前掲書 9-10 頁、および、フリン前掲書 121-122 頁。
35 von Glahn 前掲書 127 頁、および、フリン前掲書 52 頁。
36 クロー前掲書 272-275 頁。
37 鈴木前掲書 45-56 頁。
38 杉山前掲書 45-49 頁、58-59 頁。
39 von Glahn 前掲書 128 頁、フリン前掲書 53 頁。
40 武田晴人「両制度の崩壊―幕末の金流出」『にちぎん』No.18、2009 年、26 頁。なお、

厳格な管理貿易を敷いた日本は例外的に銀の価値が高かった（後述）。
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などアメリカ大陸の銀は、清の時代（1616-1912 年、明の滅亡は 1644 年）に入ってからも

引き続き中国に流入していた。この時期の中国は人口増加により経済規模が拡大し、銀に

対する需要が増えていた。中国からは、流入する銀の対価としてそれまでの生糸や絹織物

に加え、主要輸出品としてヨーロッパで人気が高まっていた茶が積み出されるようになっ

ていった41。オランダに代わり世界の交易の主導権を握っていたイギリスは、19 世紀に入

ると中国茶の対価としてインドで生産されたアヘンを中国に持ち込むようになり、中国へ

の銀の流入に歯止めがかかった42。

従来、中国に持ち込まれた銀は、中国国内の秤量銀貨に鋳直して使われていたが、清代

中期になると、中国の沿海地域ではメキシコ・ドル（洋銀）をそのまま使うようになった。

円いかたちから、「1 円、2 円」と数えることがあり、また、中国語で「円」と「元」の発

音が同じであることから「元」の字をあてることもあった。1866 年にイギリスが香港で鋳

造した香港ドルには、初めて銀貨の上に「銀圓（円）」の文字が刻印された。これが 1871

年に日本の明治政府が新しい貨幣単位として「円」を採用した理由とする説がある43。明治

初年に日本政府が貿易に用いることを目的として発行した貿易銀や本位貨幣として発行し

た銀貨もメキシコ・ドルの形式や規格をほぼ踏襲している。

５．銀から金へ

イギリスは 18 世紀後半から金本位制に移行していたが、それ以外のヨーロッパ諸国では

19 世紀中頃まで銀本位制ないし金銀複本位制が採用されていた。普仏戦争の賠償金を利用

したドイツの金本位制移行（1871 年）を契機に、ヨーロッパ諸国が相次いで金本位制に移

行した。これに加えて、銅、鉛、亜鉛の鉱石からの銀分離技術の進歩が銀産出量の増加と

ともに銀の生産コスト低下を引き起こしたことから、19 世紀後半、銀から金への移行と銀

価格の下落が並行的に進行した44。

1859 年、日本は幕末開港により「鎖国」を解き、近代世界に参入した。開国直前の金銀

比価は、海外（1 対 15 程度）に比べ日本では銀が大幅に割高（1 対 5）となっていたが、

万延の改鋳により翌 1860 年には海外とほぼ同水準に調整された。従来、開港直後に裁定取

引を狙って大量の金貨が日本から海外に流出したとされてきたが、最近の研究では流出規

模はそれほど大きくなかったとの見方が有力となっている45。いずれにせよ、16 世紀から

17 世紀にかけての日本銀の輸出とは異なり、19 世紀における日本の開港は、世界にそれほ

41 フリン前掲書 148-149 頁。
42 ブルック前掲書 195 頁。
43 岸本前掲書 27-28 頁。
44 ロンドンにおける銀 1 オンス（31.1035g）の英ポンド建（当時英ポンドは金本位制下に

あったことから金建と同義）価格は、1872 年には 60・5/16 ペンス（0.2513 ポンド）であ

ったが、1902 年には 24・1/16 ペンス（0.1003 ポンド）となった。西村前掲書 72-74 頁。

銀価格の原資料は William Frederick Spalding, Eastern Exchange Currency and Finance,

3rd edition, I. Pitman, 1920, p.290.
45 武田前掲書 26 頁。
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ど大きなインパクトを与えたわけではなかった。

日本は 1885 年に国内一円に流通する日本銀行券を銀貨兌換とする銀本位制を採用し、そ

の後、銀安が最も進行していた 19 世紀末（1897 年）にこれを金貨兌換とする金本位制に

移行したことから、結果的にこの間の円安の輸出拡大・輸入抑制の効果を最大限享受する

こととなった46。一方中国では、1935 年の幣制改革まで、明清代以来の銅銭、秤量貨幣と

しての銀、洋銀のほか、外国銀行や中国の国内銀行が発行する銀行券が使われた。

結びにかえて

16 世紀前半に偶発的に相次いで生じた、①経済大国中国における紙幣制度混乱と租税銀

納化に伴う銀の利用拡大という需要面の変化と、②2 大産地であった日本とアメリカ大陸に

おける銀の産出量増加という供給面の変化を契機として、16 世紀後半からの約 300 年間に

わたり、大陸を越えた銀の国際的な移動が継続し、この間に銀は主要国際商品として遠隔

地交易の主役となった。19 世紀後半にも世界的な銀産出量の増加がみられたが、この時期

には並行してヨーロッパ諸国の金本位制への移行による銀需要の縮小が生じたため、銀価

格の下落を伴いつつ、銀は国際商品の主役の座を降りることとなった。

大航海時代、アメリカ大陸の銀鉱の多くを手に入れることで銀の主な供給者となったス

ペインも、自国のさまざまな産物と引き換えに世界の銀を自国に引き寄せ銀の主な需要者

となった中国（ならびにインド）も、その後の世界経済の牽引役とはならなかった。その

後の世界経済を牽引していったのは、銀を含む遠隔地交易の利益を商業・金融業の発展や

産業革命につなげて生産性を高めたオランダ、イギリスであった。近代ヨーロッパの経済

発展の詳細については本稿の検討範囲を超えるが、この点に関して、アダム・スミスは『諸

国民の富』（初版は 1776 年）のなかで、当時の重金主義的な風潮を批判して「富とは通貨、

つまり金や銀にではなく、通貨で買えるものにあり、ものを買えるからこそ通貨に価値が

ある」47と述べつつ、以下のように記している。

どの国でも、その国の国民が年間に行う労働こそが、生活の必需品として、生活

を豊かにする利便品として、国民が年間に消費するもののすべてを生み出す源泉で

ある。消費する必需品と利便品はみな、国内の労働による直接の生産物か、そうし

た生産物を使って外国から購入したものである48。

実は、アダム・スミス以前の中国においてもこれと同様の認識を持つ人物が存在してい

た。フォン・グランによれば、明朝末期の高官であり思想家であった徐光啓（1562-1633

46 Kris James Mitchener, Masato Shizume and Marc D.Weidenmier, “Why did
Countries Adopt the Gold Standard? Lessons from Japan,” Journal of Economic History,
Vol.70, No.1, March 2010, pp.27-56.
47 アダム・スミス（山岡洋一訳）『国富論（下）』2007 年、13 頁。
48 アダム・スミス（山岡洋一訳）『国富論（上）』日本経済出版社、2007 年、1 頁。
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年）は、当時における銀の流入に反対して以下のように述べていたという。

貨幣も銀も富ではない。それらは富のたんなる物差にすぎない。古代の賢人皇帝

らが富について論じたとき、それは人々の糊口を凌ぐ穀物と人々を包む衣服のこと

を意味した。……銀や貨幣の量が多ければ多いほど、穀物や衣服は高価になり、そ

のあとに起きる欠乏はますます厳しいものとなる49。

先人は、銀を手に入れること自体が豊かになることを意味せず、手に入れた銀をどう使

うかが重要であることを認識していた。21 世紀に生きる我々も、「貨幣は富ではない」とい

う先人の言葉の意味をもう一度かみしめる必要があるかもしれない。

以上

49 von Glahn 前掲書 199 頁。翻訳はデニス・フリン（秋田茂・西村雄志訳）前掲書 129 頁

からの引用。
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図表1 世界の人口とGDP

アジア ヨーロッパ 南北アメリカ 世界

中国 日本 ポルトガル スペイン オランダ イギリス 米国

人口（千人）
1500年 283,800 103,000 15,400 70,768 1,000 6,800 950 3,942 19,750 2,000 438,428 23.5

1600 378,500 160,000 18,500 90,728 1,100 8,240 1,500 6,170 10,350 1,500 556,148 28.8

1700 401,800 138,000 27,000 100,260 2,000 8,770 1,900 8,565 13,250 1,000 603,490 22.9

1820 710,400 381,000 31,000 169,485 3,297 12,203 2,333 21,239 32,388 9,981 1,041,708 36.6

GDP（百万ドル）
1500年 161,317 61,800 7,700 50,855 606 4,495 723 2,815 8,188 800 248,321 24.9

1600 217,089 96,000 9,620 74,797 814 7,029 2,072 6,007 4,463 600 331,344 29.0

1700 229,671 82,800 15,390 92,320 1,638 7,481 4,047 10,709 6,959 527 371,058 22.3

1820 412,477 228,600 20,739 183,766 3,043 12,299 4,288 36,232 28,207 12,548 693,502 33.0

1人当たりGDP（ドル）
1500年 568 600 500 719 606 661 761 714 415 400 566

1600 574 600 520 824 740 853 1,381 974 431 400 596

1700 572 600 570 921 819 853 2,130 1,250 525 527 615

1820 581 600 669 1,084 923 1,008 1,838 1,706 871 1,257 666

出所： Angus Maddison, Historical Statistics of the World Economy.

世界に占める中国
のウエイト(%)
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図表 2 17 世紀における地球規模の交易ルート

出所：ティモシー・ブルック『フェルメールの帽子』120-121 頁
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図表 3 1600 年前後における銀の移動

出所：岸本美緒『東アジアの「近世」』15 頁


